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的は，以下に述べる 3 点である。  










 第 3 の目的は，就職活動維持過程に影響を与える要因を明らかにす
ることである。自己に関する要因，他者に関する要因，取り組み方に


























 研究 2 と研究 3 では，大学生の就職活動維持過程尺度を作成し，そ










は 6 因子 3 2 項目から構成された。信頼性と妥当性の検討に関しては，
信頼性係数の値はおよそ十分な値を示し，妥当性の検討に用いた各変

































研究 5 -1 と研究 5 -2 では，就職活動維持過程の経験がその結果に与
える影響について検討した。研究 5 -1 では就職活動を評価する指標に
与える影響を，研究 5 -2 では就職活動後の個人の適応を評価する指標





















研究 6・研究 7・研究 8 では，就職活動維持過程に影響を与える先










































































本研究の結論は以下の 3 点である。 1 点目は，大学生の就職活動維持
過程が，就職活動の当初から行われる，不採用経験を受けての具体的な
対処によって当面の活動が維持されていく現実志向的な一次的過程と，
一定の活動経験の後に一次的過程に追加される形で行われるようになる，
現実的な将来を見据えた自己内省的な思考によってより深い自己洞察が
進んでいく未来志向的な二次的過程から構成されることである。 2 点目
は，一次的過程の「不採用経験の振り返り」や「認知的切り替え」は主
観的指標である「就職活動による自己成長感」や「就職活動への満足感」，
適応指標である「自己肯定意識」や「本来感」を促進すること，「模索的
行動」と「他者への自己開示」は客観的指標である「活動量」を促進す
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るがそれに終始することになれば主観的指標である「満足感」や適応指
標である「自己肯定意識」の他者領域，「本来感」，「就職不安」に悪影響
を及ぼすこと，二次的過程である「目標の明確化」と「自分らしい就職
活動態度の確立」は内定の獲得を含む「本採用活動量」，「就職活動への
満足感」，「就職活動による自己成長感」，「自己肯定意識」，「本来感」，「就
職不安」の低減，「アイデンティティの確立」のあらゆる結果指標に対し
て肯定的な影響を与えること，以上を踏まえ一次的過程に加えて二次的
過程も経験されることで結果への良好な影響が補強されることである。3
点目は，就職活動維持過程の一次的過程と二次的過程双方を全体的に促
進するのは，自己に関する要因では「資質的レジリエンス要因」と「私
的自意識」，他者に関する要因では「父親からのサポートの活用」と「深
い関与・関心」をもった友人関係，取り組み方に関する要因では就職活
動を開始するにあたっての「意気込み」と就職活動中に状況に応じて活
動を調整していく「活動調整方略」であること，以上である。  
